
模試と同傾向の出題 ～ベネッセ・駿台模試より～ 

数学 II・B 数学 II 

センター試験・第 1 問〔1〕（3） 

第 1 回ベネッセ・駿台マーク模試・第 1 問〔2〕 

今回のセンター試験の数学 II・B、数学 II 第 1 問〔1〕「三角関数」（3）は、与えられた

三角関数を含む方程式について、θの値を求める問題であった。加法定理や関数の合成など、

三角関数の基本的な知識や理解が問われた。 

第 1回ベネッセ・駿台マーク模試の数学 II・B、数学 II第 1問〔2〕「三角関数」では、線

分 OMの長さをθの関数として、その最大値を求めたり、ある条件を満たすθの値が存在しな

いような 𝑎 の値の範囲を求める問題であった。本問（2）では、線分 OM の最大値を求めるた

めに三角関数を合成し、決められたθの範囲内での最大値を問うており、（3）では三角関数

を含む不等式について問うている。三角関数を含む関数の式変形や、方程式・不等式の解き方

について復習し、基本事項や解法の流れをおさえておけば、センター試験での解答に役立った

であろう。 

三角関数の分野では、今回のセンター試験のように、与えられた関数や方程式から、どの定

理・公式を用いて解き進めればよいかを正確に判断することが重要である。やみくもに定理・

公式を暗記するのではなく、なぜその定理・公式を用いたのか、解法の流れと合わせて理解す

るようにしたい。 


